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奥田喜久男の 心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

218人目
下

たり前の時代だった。

奥田　今なら“ブラック企業”ですね（笑）。

片桐　そんな日本で父親たちの懸命に働く姿を見て

育って、ヨーロッパに行ってみたら、金曜日の午後3

時以降はほとんど働いていない。そういうところを実

際に目にして、「これは素晴らしい。ゆとりがあって、

進んだ国だなぁ」と思ったのです。

奥田　小学5年生で…。

片桐　はい。おそらく父親の影響を受けているはず

ですが…。「こういう世界こそが進んでいる国なんだ

ぞ。こんなことができるのは戦争に勝ったからなんだ」

に恩返しできる実績を残せるのではないかと単純に

考えて、“好き”を仕事にしました。

奥田　学生というと、18歳くらいですよね。そんなに

若い頃から“世の中”という認識があったのですか。

片桐　私は両親に大変恵まれていたので、若くして

海外によく触れる人生を送っていたからかもしれませ

ん。小学5年生の頃に、3カ月もの長い間、ヨーロッ

パに連れて行ってくれました。当時は1980年代で、

バブルの入り口みたいな時期でした。みんな右肩上

がりの世の中を信じて、父親たちが一生懸命に働い

ていました。土曜日も半ドンで会社勤めをするのが当

奥田　なぜ、ビジネスマンとしてスポーツ産業に入

られたのですか。

片桐　学生時代にスポーツの世界で生きていくこと

を決意しました。当時の私には、スポーツ産業は大

変おもしろい仕事だと思えたのです。しかし、持って

生まれた才能に限界があるとも感じました。であるな

らば、大好きな分野の周辺で生きていけば、世の中

大好きなスポーツで恩返し
人生観を決定づけた原風景

スポーツ産業のビジネスセンスで
日本のeスポーツの発展を期す

名古屋OJA
代表取締役社長

Masahiro Katagiri
片桐正大
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　コンピューターゲームを使ったスポーツ・競技“e（エレクトロニック）スポーツ”のプロチームをもつ「プ
ロスポーツクラブ名古屋OJA」。運営会社の社長でありゼネラルマネジャーの片桐正大さんは、長年スポー
ツ業界のビジネスマンとして、世界各地で活躍してきた。現在は日本のeスポーツ産業の振興に人生をかけ
て取り組んでいる。「先輩からいただいた恩を後輩に返す」と片桐さん。その人生観はどのように生まれた
のか、なぜeスポーツに参入したのかに迫る。（本紙主幹・奥田喜久男）
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こぼれ話

※この記事は、近く週刊BCN＋の「千人回峰 人ありて我あり」で公開する予定です。
https://www.weeklybcn.com/journal/hitoarite/
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「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいます

ものを売る人がいます

ものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っています

http ://www.bcn . co. jp/

使う人
売る人

つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です

と。正しいのかどうかわかりませんが、これが私の原

風景になっています。

奥田　おぉ～。それはもう、お父さんは信念として

片桐さんに植えつけられたのですか。

片桐　おそらくそうですね。しかし、それだけだとバ

ランスが悪いと思ったのか、次の年に、当時世界最

貧国に挙げられていたインド・ネパールを2カ月旅行

しました。空港に降りた途端、背の低かった私は、

同じような背丈の男の子たちに囲まれて、「バクシー

シ（お恵みを）」と迫られました。目線が低いので、さ

らにその下から手を伸ばしている子どもにも気がつき

ます。で、その子をよく見ると足がない。そこで父が「こ

の子の足は、おそらくこの子の父親のせいだろう。な

ぜなら、この国にはカースト制度というものがあるか

らだ。よかれと思って、より優秀な物乞いになれるよ

うに足を切ったんだよ」という説明をしました。本当

か嘘かまったくわからないし、事実は確認しようがな

いはずですが…。

奥田　それは、お父さんがその時に？

片桐　はい。多感な時期の私に説明してくれました。

「日本人はなんて恵まれているんだ」と素直に思いま

した。前の年は「日本は遅れているぞ」と思い、その

翌年には「日本はこんなに進んでいるんだ」と、相反

する価値観を与えてもらいました。こんな体験を通じ

て日本の先輩方から受けた恩恵を感じ、後輩へ恩返

しする使命感が芽生えたのだと思います。

奥田　スポーツとの接点はいつごろですか。

片桐　もともとスポーツ大好きで育てられてきまし

た。ただ、中・高と遊び呆けてしまったので、大学

からスポーツ選手として身を立てるのは難しいわけ

です。何かスポーツと関わって仕事をする方法はな

いかと探して、いろいろな方に話を聞いて、スポー

ツのマネジメントという領域があることを知りました。

そして最終的には、プロ野球球団の新卒社員になり

ました。

奥田　何か、ゴールはありますか。

片桐　当時は、世界で一番ファンの多いプロスポー

ツクラブを所有するという目標を立てていました。

奥田　今まさにその夢に向けて、一昨年、名古屋

OJAを立ち上げた、と。

片桐　プロスポーツクラブと称しておりますが、今は

eスポーツチームしかありません。今後、いろいろな

スポーツチームを運営していきたいと考えています。

奥田　自分で事業を立ち上げたのは今回が初めて

ですか。

片桐　実は数社経営しています。最初の法人は、

2012 ～ 13年頃に現地駐在の日本人子弟のために、

中国で始めたサッカースクールです。当時の中国の

サッカーはまだ日本より遅れていたので、日本から指

導者を招きました。連れてくるからには、その人の人

生に責任を持たなければいけないので、お金を得る

仕組みや支払う仕組み、納税、ビザの発行などの

手続きをこなしていたら、勢いで法人になりました。

その後、3カ国5都市でサッカースクールやチアダン

ススクールを経営しました。

　それからさらに、プロサッカークラブとの共同事業

に取り組み、インドネシアで展開していたある時、友

人から「赤道付近の東南アジアは暑すぎてサッカー

の品質が上がらない。なので、ゲーミングハウスを

始めたんだ」ということを教えてもらいました。

奥田　あ～、そこでeスポーツと出会ったわけですね。

片桐　「なにそれ、おもしろいね」ということで見せて

もらったのが、お屋敷を新しく借りて、7 ～ 8人の選

手と4 ～ 5人の使用人がいて、最新のPCがあって、と。

「これ、なんなの」と聞くと、「知らないのか、eスポー

ツっていうんだ。東南アジアにリーグがあって、隣の

マレーシアの王子の息子が同じようなチームをもって

いて、なかなかそこに勝てないんだ」と言っていました。

この話を聞いて、「これは国と国の壁を軽く越えるん

だな」と思いました。日本ではどうなっているのかと

思って調査すると、そもそも市場がない。その時にい

ろいろな方と相談する中で、新しいリーグができると

聞き、リーグやプロチームをつくるのは私の得意とす

る分野なので、それはできるに違いないと思い込んで

16年に入ったのが、日本eスポーツリーグです。現在

は5チームが参加しています。

奥田　私たちの業界そのものがクロモノの産業なの

で、eスポーツはすごく近い存在です。eスポーツの

土俵が大きくなればなるほど、業界も恩恵を受けるこ

とになります。応援は惜しみませんよ。

片桐　私がスポーツビジネスをやってきて得たのは、

「スポーツは集いをつくるもの」だということです。こ

れは、私が今も尊敬してやまない、ダイエーホーク

スの当時副社長であった高塚猛さんの言葉です。「集

いでできた価値を他の産業と分け合うのだ」と言って

おられました。今もそれを胆に銘じて仕事をしていま

す。グッズや道具、PCのようなスケールの話ではなく、

コンテンツ全体の話です。人生をかけてeスポーツに

取り組む人がいれば、人生そのものを抱え込む気概

で市場をつくりにくる人もいるんです。その気概と気

合を共有できる人を集めたい、という願望をもってい

ます。

奥田　日本のeスポーツ産業を変えることはできま

すか。

片桐　現在は、ほぼ100％の時間を名古屋OJAに費

やすほど精一杯取り組んでおります。これはこれで

ライフワークとしてやりながら、いつの日にか、スポ

ーツ業界で得た知見を生かしながら、今のeスポーツ

のもつ特徴を最大限生かしたエコシステムをつくって

いきたいと考えています。

eスポーツとの出会い
集いを価値に変えるビジネス

構成・文／南雲亮平
text by Ryohei Nagumo

撮影／松嶋優子
photo by Yuko Matsushima

2018.5.10 ／東京都港区赤坂のJETRO応接室にて

　1975年生まれ。名古屋市出身。立教大学を卒業後、2002年に
福岡ダイエーホークスに入社。05年には楽天イーグルスの創設に携わった。
その後、中国やシンガポールなどでスポーツビジネスを展開。16年に日本e
スポーツリーグ参戦のプロスポーツクラブ名古屋OJA（王者）を立ち上げ、
オーナー兼代表取締役社長に就任した。

　OJAは“王者”と読む。OJAを声に出して叫んでみると
しよう。野球場で選手にエールを送る感じだ。「お〜じゃ」
「お〜じゃ」「お〜じゃ」「名古屋のお〜じゃ」。まだ一般的
ではないけれど、近い将来、OJAのチームにお気に入り
の選手ができて、その人の対戦の様子をインターネット
で観戦しながら、「お〜じゃ」と歓声をあげるわけだ。こ
うしたスポーツ観戦風景は取り立てて珍しくもない。し
かし、バーチャルの世界では様相が異なる。パソコンの
画面を睨みつけながら、手指を激しく動かしてパソコン
ゲームの技を競い合っている場面が現れるのだ。これを
「eスポーツ」と呼ぶ。
　さて、ところ変わって、ある家庭でのシーン。「またパ
ソコンゲームやってるの？　もういい加減にやめて、勉
強したら…」。実にありふれた光景ではないか。多くの家
庭で一日一回かわされているやりとりではないか。

　そうした親の制
止を振り切って、
飛び抜けて強い
ゲーマーがプロの
ライセンスを取り、
賞金を稼いでいる。
ほんとにこんな世
界があるのだろう
か。あなたはeス
ポーツに賛成派？それとも反対派？。ここで片桐少年に
登場していただこう。小学5年生の時に3カ月間ヨーロッ
パの旅。6年生の時はインド・ネパール2カ月の旅。この
体験で少年の価値観は破壊され、時を経て新たな価値観
を築いた。話をしながら、そう仕向けた片桐さんの父君
に会って話をしてみたい、と思った。
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